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多摩CBネットワークとは2009年に開催された「多摩コミュニティビジネスシン
ポジウム」の開催をきっかけに結成されたネットワークです。一般市民だけでなく、
NPO法人、市民活動団体、中間支援団体、企業、行政、教育機関、金融機関
などさまざまな立場で多摩地域の「活性化」に取り組むメンバーが参加しています。

一般社団法人CSV開発機構は、企業が従来型のＣＳＲやISO26000の理念を
踏まえつつ、本来の事業展開力を活かした新しいビジネスモデルによって、より良
い社会、持続可能な未来を創造していこうというＣＳＶ（Creating Shared 
Value）を事業化することを目的とし、その普及と推進に資するものです。

このチラシは多摩エリアでクリエイ
ティブな仕事を増やし地域を活性化
する仕組みTEIPを使い、制作されて
います。� https://teip.tokyo

多摩CBネットワークとは 2009 年に開催された「多摩コミュニ
ティビジネスシンポジウム」の開催をきっかけに結成されたネッ
トワークです。一般市民だけでなく、NPO 法人、市民活動団体、 
中間支援団体、企業、行政、教育機関、金融機関などさまざまな 
立場で多摩地域の「活性化」に取り組むメンバーが参加しています。

制作協力

多摩コミュニティビジネス
シンポジウム2019

一生につながる
出会いが
今はじまる

詳細・申込みは多摩CBネットワークHP（http://tamacb.org/）より ➡

主催：多摩CBネットワーク
共催：学校法人自由学園
後援：経済産業省関東経済産業局、東久留米市、広域関東圏コミュニティ

ビジネス推進協議会、公益社団法人日本フィランソロピー協会

多摩コミュニティビジネスネットワーク（多摩CB）では、「まちを元気にするプロデュース力を学ぶ」をテーマにシンポジウムをこれまでに10回 
開催してきました。この多摩CBをきっかけに数々の人と人との出会いが生まれ、多くのコミュニティビジネスが誕生し、多摩エリアの課題に対して 
具体的な活動を通じた解決を図っています。そして、その動きに関わっている一人一人の人生の転機や節目にもなっています。今回は「多摩CB物語」 
として、これまでの活動を振り返り、そこから多摩エリアの未来の姿を探っていくシンポジウムを開催します。

自由学園キャンパスツアー＆
パン+飲み物付（要事前申込）

多摩CBフェア

11：00～12：00（10：45 受付開始）
受付会場：初等部食堂
別途参加費：1,000円　定員：60名

多摩地域で活躍している方々による
ブース出展
17：30～18：30
会場：最高学部（大学部）棟1F

交流会
同時
開催

2019.2.24日 
13：00〜18：30（12：30受付開始）

会　場：学校法人自由学園 60周年記念講堂
	 （西武池袋線ひばりケ丘駅下車 南口より自由学園正門まで�徒歩8分）

定　員：200名　　参加費：1,000円	※学生は無料
※自由学園キャンパスツアー参加者の場合は別途1,000円

駐車場がございませんのでお車でのご来場はご遠慮ください。本イベントへの反社会的勢力に関係のある方の参加はお断り
いたします。本イベントにて取得した個人情報は本イベントに対して使用し、それ以外の目的で使用することはありません。

上履き・上履き袋
持ち物

〒190-0012 東京都立川市曙町2-38-5ビジネスセンタービル6F
多摩CBネットワーク事務局（多摩信用金庫 価値創造事業部内）
電話：042-526-7764　　

お 問 い 合 わ せ

キーノートスピーチ

�� 横石知二氏

「プロデュース力を学ぶからはじまった」

パネルディスカッション
多摩CBネットワークの世話人が

CBのこれまでとこれからについて語ります

キーノートスピーチ

� 高野誠鮮氏

「よそもの・わかもの・ばかもの＋くせものが必要」

パネルディスカッション
CBのこれからを担うメンバーが

多摩地域のCBの未来について語ります

キーノートスピーチ

� 河村昌美氏

「自治体が動くと未来が見える」

挑戦スピーチ
CBに取り組んでいる4人が
挑戦スピーチを行ないます

多摩CB物語�「創世」 多摩CB物語�「挑戦」 多摩CB物語�「未来」

株式会社いろどり
代表取締役社長

日蓮宗住職
立正大学客員教授

横浜市政策局共創推進室
共創推進課課長補佐


